
compensationofmanualdexterity.41stannualmeetingofSocietyforNeuroscience(2011/11/12-16,WashingtonDC,

USA).

23)二 宮 太 平,澤 村 裕正,井 上謙 一,高 田昌彦(2011)マ カ クザル前 頭葉 か らMTお よびV4へ の 多 シナ プス性入

力様 式.第34回 日本 神経 科 学大 会(2011/09/17,横 浜).

24)松 本 正 幸,高 田 昌彦(2011)作 業 記憶 課題 にお ける ドーパ ミンニ ュー ロンの課 題 関連性 応答.34回 日本神 経 科

学 大会(2011/09/17,横 浜).

25)小 林 和 人,加 藤成 樹,倉 持真 人,小 林 憲太,井 上謙 一,高 田昌彦(2011)高 頻 度 逆行性 遺伝 子 導入ベ クター の

霊 長類脳 科 学へ の応用.第34回 日本神 経 科学 大会(2011/09/17,横 浜).

26)倉 持 真 人,加 藤成 樹,小 林 憲太,高 住 賢司,高 原 大輔,井 上 謙一,島 田隆,高 田 昌彦,小 林和 人(2011)脳 機

能研 究 の ため の神 経特 異 的 な高頻度 逆行 性 遺伝 子導 入ベ ク ター の開発.第34回 日本 神経 科学 大会(2011/09/17,

横 浜).

27)高 原 大 輔,平 田快 洋,二 宮 太平,高 田昌彦(2011)ア ッサ ムモ ンキー(Macacaassainensis)に お け る運 動野 の

身 体部位 局在.第34回 日本神 経科 学 大会(2011/09/16,横 浜).

28)上 坂 将 弘,西 村 理,大 石 高 生,今 井 啓雄,阿 形 清 和,今 村 拓也(2011)マ カ クザル に お け る偽 遺 伝 子 由来

promoter-associatednoncodingRNA(pancRNA)に よ る種 特 異的 転写 活性 化.第104回 日本繁 殖 生物 学会 大会

(2011/09/16,盛 岡).

講 演

1)木 村 活 生(2011/07/01)パ ー キ ン ソン病 の原 因 と外科 治療 にっい て.香 川 県 立 中央病 院神 経 内科.高 松.

2)松 本 正 幸(2011/10/14)脳 の報 酬 系:外 側 手綱核 と ドー パ ミンニュー ロンの役割.平 成23年 度 アル コー ル ・薬

物 依存 関連 学会合 同学術 総会.名 古 屋.

3)松 本 正 幸(2011/12/Ol)脳 の報 酬 系:外 側 手綱 核 と ドーパ ミンニ ュー ロンの役 割.総 合研 究 大学 院大 学全 額教 育

事 業 「生命 科学 リ トリー ト」.掛 川.

4)高 田 昌彦(2011/07/08)遺 伝 子 導入 技術 に よ るパ ー キ ン ソン病 の霊長 類 モデ ル の開発 と遺伝 子治 療 に 関す る基

礎 的 アプ ローチ.北 海 道大 学大 学院 薬学研 究 院.札 幌.

5)高 田 昌彦(2011/10/08)Novelstrategiesforprimatebrainresearchwithneurotropicvirusesandviralvectors.第59回

国 際歯科 研 究学 会 日本 支 部(JADR)総 会 ・学 術集 会.広 島.

6)大 石 高生(2011/06/04)サ ル を学 ぶ、 サル で学 ぶ.灘 高等 学校.神 戸.

7)大 石 高生(2011/07/12)サ ル モデル を用 いた脳 脊 髄損 傷 か らの運動機 能 回復 の研 究.青 丹 学 園関 西学研 医療福

祉 学院看 護 学科.奈 良.

8)大 石 高 生(2011/10/4)脳 と こ ころ 一脳 の進化 か ら考 える一.椙 山女学 園大学椙 山人 間学研 究セ ン ター.名 古屋.

9)TakadaM(2012/02/22)"FrontiersinPrimateNeuroscienceResearches",Novelapproachestopathway-selective

neuronalmanipulationintheprimatebrain.霊 長 類脳 科 学 シ ンポジ ウム.東 京.

10)井 上 謙 一,高 田昌彦(2012/Ol/14)霊 長 類 パ ー キ ンソン病 モデル の 作製 と同モデル を用い た遺伝 子 治療研 究 神

経 疾患 のモ デル 動物研 究 会.大 阪.

ll)木 村 活 生(2012/Ol/31)PDとMovementDisorderに お け る姿勢 異常:基 礎 医学 と臨床 をつ な ぐ最 近 の知 見.横 浜

パ ー キ ン ソン病 治療研 究 会(YPD).横 浜.

12)二 宮 太 平(2012/Ol/06)マ カ クザル のMTお よびV4へ の 多 シナプ ス性入 力様 式.自 然科 学研 究機 構 生理 学研 究

所.岡 崎.平 成23年 度 生 理学研 究 所研 究会.

遺伝子情報分野

<研 究概要>

A)ゲ ノム不毛遅滞(RCRO)の 進化 と意義

平井啓久,古 賀章彦(ゲ ノム多様性分野),平 井百合子(技 能補),鵜 殿俊史(熊 本サ ンクチュア リ),松 林清明(名

誉教授)

RCROの 構成要素のひ とつであるサブター ミナルサテライ ト(StSat)を クロー ン化 し、詳細なFISH解 析をお こ

なった。チンパ ンジー43個 体の染色体を解析 し、変異の状況を明らかに した。減数分裂精母細胞 の染色体ブーケ

との関連 からRCROの 存在意義を議論 し、論文 としてまとめた。

B)テ ナガザル類の多様性 と系統生物地理学

平井啓久,ス ダラス ・バイチャロエン(タ イ動物 園協会,カ セサー ト大学),イ スラ ト・ジャハ ン(大 学院生),古

賀章彦(ゲ ノム多様性),平 井百合子(技 能補),松 井淳(人 類進化モデル研究センター研究員)

ミ トコン ドリアゲノム全塩基の解析か ら、Hoolockhoolockを 加 えてテナガザル4属 の分子系統分岐を明らかに

した。シアマンの染色体末端に存在す るヘテロクロマチンのDNAを 解析 し、4属 においてそれぞれ特異的な染色

体上分布パター ンを呈す ることを明 らかにした。セン トロメア とテ ロメア周辺のヘテ ロクロマチンの形成 に関わる

DNAの 関連性 について解析 した。
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C)マ ンソン住血吸虫の性染色体(Z、W)の 進化

平井啓久,平 井百合子(技 能補),フ ィ リップ ・ロベルデ(テ キサス大学)

BACmappingに よって明 らかになったクローンの存在様式か ら、Zお よびW性 染色体の進化が4回 の逆位 によ

って生 じたことを推定 した。また、全染色体の彩色プ ローブを作成 し、ZとW染 色体の相同および非相同部位 を

明らかに した。論文 としてまとめた。

D)チ ンパ ンジー苦味受容体の多型解析

早川卓志,菅 原亨(現 成育医療センター),鵜 殿俊史,森 村成樹(以 上,熊 本サンクチュアリ),友 永雅己(思 考言語),

大東肇(福 井県立大学),郷 康広,平 井啓久,今 井啓雄

国内施設飼育チンパンジー を対象にTAS2R遺 伝子群の種内多型を解析 した。約50個 体 を対象にした西チ ンパ ン

ジーでは平衡選 択的な傾向がみ られた(Sugawaraetal.,2011)。 一方、動物園等から集 めて解析 した東 ・中央チンパ

ンジーについては、西チ ンパ ンジー と異なった傾 向を示すことが明 らかになった。進化的 ・生態的な意義にっいて、

研究を進 めている。

E)マ カク類の苦味受容体の多型解析

鈴木南美,菅 原亨(現 成育医療センター),松 井淳(人 類進化モデル研究センター),松 川哲也(近 畿大学),郷 康

広,平 井啓久,今 井啓雄

各地のニホンザルについて苦味受容体TAS2Rの 遺伝子多型解析を行った。特にTAS2R38に ついて多 くの遺伝子

多型 が発見 され、紀伊半島出身の群で特異的に機能を欠損 していることが分かった。この変異が生 じた年代推定 と

それに関連 したかんきつ類 の植生等について解析 を進めている。

F)マ カク類 の苦味受容体の発現解析

今井啓雄,鈴 木南美,伯 川美穂(グ ローバルCOE),桜 井敬展,石 丸喜朗,三 坂巧,阿 部啓子(以 上東大院農生科)

細胞 レベルでカルシ ウムイ メージング法によ りヒ トとマカクの苦味受容体の比較機能解析 を行 った。また、対応

す る行動実験を行 った。その結果、マカクではヤナギの樹皮 に含 まれるサ リシンに対する苦味感受性 がヒ トよりも

10倍 以上低い ことが明らかになった(lmaietal.,2012)。 この結果 は、ニホンザルが冬季にヤナギ等の樹皮を食べ る

ことと関係がある可能性 を示唆 してい る。

G)コ ロブス類 の苦味受容体 と採食 の関係

鈴木南美,小 泉敬彦(理 学部学部生),村 上央弥(農 学部学部生),YinLijie,PanWenshi(以 上北京大学),伯 川美

穂(グ ローバルCOE),今 井啓雄

中国広西チワン族 自治 区崇左市で観察 されているwhite-headedlangurに ついて、採食活動 と味覚の関係 を検討す

るために共同研究を進めている。昨年度に引き続 き、採食植物の調査 とフンからのDNA分 析 を行った。

H)消 化器 に発 現す る味覚情報伝達系 の探 索

権田彩,松 村秀一(以 上岐阜大学),郷 康広,今 井啓雄

霊長類 の消化器 に発現 している味覚情報伝達関連 タンパク質について、半定量的RT-PCR法 により検討 した。そ

の結果、腸管系での発現パターンについて種差が観察 された。

1)脳 機能に関わる遺伝子の多型解析

伯川美穂(グ ローバルCOE),橋 本亮太(大 阪大学),今 井啓雄

脳機能 と自然発生的遺伝子変異 との関連を検討す るため、様々な脳機能に関わる遺伝子 の多型解析に着手 した。

今年度はカテコールメチル基転移酵素遺伝子(COMT)の 多型解析を主に行った。

」)チ ンパ ンジーの比較ゲノム ・比較 トランスク リプ トーム解析

郷康広,豊 田敦(遺 伝所),辰 本将司(遺 伝研),藤 山秋佐夫(遺 伝研),黒 木陽子(理 研),平 井啓久,友 永雅 己(思

考言語),松 沢哲郎(思 考言語),西 村理(京 大理 ・グローバルCOE),阿 形清和(京 大理 ・生物物理)

ヒ トの進化を考える上で、最 も近縁種であるチ ンパ ンジーのゲノム解析お よび トランスクリプ トーム解析は必須

である。霊長類研究所のチ ンパ ンジー親子 トリオの白血球細胞および ヒ トのセル ライ ンを用いて次世代シーケンサ
ーによる発現定量化 を行なった。また国立遺伝学研究所 との共同研究により親子 トリオの全ゲノム解析 をすすめて

お り、異なる次世代シーケンサー(SOLiD4とHiSeq2000)に よる親子3個 体の全 ゲノム解析を行っている。

K)霊 長類 における脳比較オ ミックス研究

郷康広,井 上謙一(統 合脳),大 石高生(統 合脳),渡 我部昭哉(基 生研),重 信秀治(基 生研),山 森哲雄(基 生研),

那波宏之(新 潟大脳研),柿 田明美(新 潟大脳研),高 田昌彦(統 合脳),平 井啓久

ヒ トらしさを支える脳ゲノム基盤 の解 明を目指 して、ヒ ト、チ ンパ ンジー、ゴ リラ、テナガザル 、マカクザルの

死後脳 より大脳新皮質を中心に複数領野からDNAお よびRNAを 機能領野あるいは機能ニュー ロン単位で取得 し、

次世代シーケンサーによる網羅的 トランスクリプ トーム解析お よびメチローム解析(ゲ ノムワイ ドメチル化解析)

を行っている。
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L)マ カクザル におけるエ クソーム解析

郷康広,豊 田敦(遺 伝所),今 井啓雄,山 森哲雄(基 生研),伊 佐正(生 理研),平 井啓久

マカクザル の実験動物化 に向けた最初の試み として、実験に供与 され る個体群の遺伝的バ ックグラウン ドを把握

す る必要がある。ニホンザルおよびアカゲザル48個 体を用いて、 ヒ ト用 にデザインされたエ クソームキ ッ トを用

いたエク ソーム解析 を行っている。

M)特 殊 な環境に適応 したほ乳類 の嗅覚受容体遺伝子群の適応進化

郷康広,新 村芳人(東 京医科歯科大),颯 田葉子(総 研大),久 野香(総 研大),高 畑尚之(総 研大)

進化の過程 で特殊な環境に適応 した生物には、その環境 に応 じた表現型の特殊化が しば しば観察 され る。この特

殊化 に際 して起きる分子 レベル の変化を探 るために、海棲適応 もしくは飛翔能力を獲得 したほ乳類における嗅覚受

容体遺伝子の適応進化 の過程を調べた。

N)イ ルカの苦味受容体遺伝子のゲ ノム解析

郷康広,浅 川修一(東 大),清 水厚志(慶 応大),佐 々木貴史(慶 応大),清 水信義(慶 応大)

海棲適応 したイルカ類における味覚受容体遺伝子の遺伝子進化 を調べるために、イルカBACラ イブラリーよ り

T2R遺 伝子群が存在す るBACク ローンを同定 し、配列解析 を行 なった。 また、同時に解析が進行 している全ゲノ

ム配列を利用 したinsilico解 析 も行い、実験で得たデータと比較 を行 なった。その結果、同定 した配列すべてが機

能を喪失(偽 遺伝子化)し ていることが分かった。

0)シ ョ ウジ ョウバエ にお ける比較 トランス ク リプ トー ム解 析

郷康 広,PFontanillas(BroadInstitute),DHartl(Harvard大)

種 や性 にお け る表 現型 の違 い を生み 出すRNAレ ベ ル で の機構 を調 べ るため に、エ クソ ン特 異的 なマ イ ク ロア レ

イ を作成 し、キイ ロシ ョウジ ョウバ エ(-Drosophilamelanogaster)と そ の近縁2種 にお け る遺伝 子発 現 変化 を調 べた。

そ の結果 、性 特 異的 な遺伝 子発 現 パ ター ン を示 す遺伝 子 を多数 検 出 した。

〈 研 究 業 績 〉
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Lawton SP, Hirai H, Ironside JE, Johnstone DA, Rollinson D (2011) Genomes and geography: genomic insights into the 
evolution and phylogeography of the genus Schistosoma. Parasites & Vectors 10:131  doi:10.1186/1756-3305-4-131. 
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著 書(分 担 執 筆)
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BiologyofPrimates.)(ed.HiraiH,ImaiH,GoY)p.227-240Springer.
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編 集

1)HiraiH,ImaiH,GoY(2012)Post-GenomeBiologyofPrimates,PrimatologyMonographs.p.286Tokyo,Dordrecht,

Heidelberg,London,NewYork:Springer.

学 会 発 表

1)GoY(2011)Comparativetranscriptomeandgenomeanalysisinachimpanzeetrio.InternationalSymposiumof

DevelopmentalSystemsBiologyonGeneRegulationandAging(2011/10/13,Shanghai,CHINA(招 待 講 演)).

　2
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GoY(2011)Comparativetranscriptomeandgenomeanalysisinachimpanzeetrio.YoungResearchersConferenceon

EvolutionaryGenomics(2011/08/02,Tokyo).

ImaiH(2011)FunctionalevolutionofprimateTAS2Rs,シ ン ポ ジ ウ ム 「環 境 適 応 の 最 前 線:感 覚 受 容 体 の 機 能 進

化 」Adaptivemolecules:functionalevolutionofsensoryreceptors.日 本 進 化 学 会 第13回 大 会(2011/07/30,京 都).
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4)SuzukiN,MatsuiA,GoY,IshimaruY,MisakaT,AbeK,HiraiH,ImaiH(2011)Regionspecificdysfunctionofbitter

tastereceptorTAS2R38inJapanesemacaques.ThegthInternationalSymposiumonMolecularandNeuralMechanisms

ofTasteandOlfactoryPerception(2011/11/06,Fukuoka).

5)郷 康 広(2011)ゲ ノ ムを通 して我 が身 を知 る～ ヒ トとチ ンパ ン ジー の 問に あ るもの～.第27回 日本 霊長 類 学

会 大会(2011/07/18,犬 山).

6)郷 康 広,豊 田敦,会 津 智幸,今 井 啓雄,藤 山秋佐 夫,平 井 啓久(2011)ニ ホ ンザ ルエ ク ソー ム解 析 ～実 験動 物
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講 演

1)今 井 啓雄(2011/10/12)「 霊 長 類 バイ オ リソー ス の現状 と展 望」.熊 本 大学 第16回 遺伝 子実 験施 設セ ミナー 「バ

イ オ リソー ス最 前線 」.熊 本.

2)今 井 啓雄(2011/11/19)「 ゲ ノム多型 の機 能解 析:霊 長類 」.第 二回脳 表現 型 の分子 メカニ ズ ム研 究会(招 待

講 演).

3)平 井 啓久(2012/03/19)Chimpanzeechromosomesandgibbonoverseaproject.LinconlUniversity,UK.

寄附研究部門

比較認知発達(ベ ネ ッセ コーポ レーシ ョン)研 究部門

<研 究概 要>

A)チ ンパ ンジーの知覚認知能力 の比較認知科学的研究

伊村知子

チンパンジー とヒ トを対象に、物体の質感知覚 に関する能力、形態情報 と運動情報の統合能力を直接比較する研

究 をお こなった。

B)ヒ トとニホンザル乳児 の知覚発達の比較

伊村知子

ヒ トの乳児 とニホンザル乳児を対象に、不可能図形 などを用いた奥行 き知覚の能力 の発達や、形態情報 と運動情

報の統合能力の発達について、注視時間を指標に調べた。
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